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WB 1:500-1:2000,ICC 1:200-1:500,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	製品名: CLL1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、C型レクチン/C型レクチン様ドメイン（CTL/CTLD）スーパーファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは共通のタンパク質フォールドを共有し、細胞接着、細胞間シグナル伝達、糖タンパク質のターンオーバー、炎症および免疫応答における役割など、多様な機能を有します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、顆粒球および単球の機能の負の調節因子です。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントがいくつか報告されていますが、これらのバリアントの一部については、全長が未解明です。この遺伝子は、染色体12p13のナチュラルキラー遺伝子複合体領域にある他のCTL/CTLDスーパーファミリーメンバーと密接に関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CLL1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CLL1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

